






























































































































































































































































































































































‘Forget he lov’d me’という文句や、ウォルトンがダンによって「回心」させ
ウォルトン小伝


























































































































































































































































































































































































































































































































は死を嘆きました／（VOTIS MODESTIS SIC FLERUNT LIBERI.）58」
ウォルトン小伝

















































































































































































































































































































































































































































































































－ 68 － － 69 －
レヴァー・ローパーはフォークランドの「友情への素晴らしい能力（ ‘wonderful 





















































派・国教会の立場から書かれた『大反乱の歴史』（The History of the Rebellion 
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